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政府の熊本地震災害現地対策本部
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（理学，工学，社会学，心理学等
の融合）

分野・部門横断的アプローチ（TDA）とは

（住民，消防団，NPO，自治体等）

この流れを阻害する原因を排除し最適化を行うことが重要
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TDAに向けたタイムラインの活用

• 地域の特性を生かしたタイムライン

• 各団体・各組織における情報の共有

• リアルタイム情報を用いた物理的な根拠に基づく意思決定

地域におけるきめ細かなリアルタイム情報が必要
IoT・AI・ビッグデータ

環境防災総合政策研究機構

タイムラインによる情報共有
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住民の声： ここに住み続けられるのか

空間： 広 → 狭

時： 長 → 短

人： 多 → 個

①起こりうる現象の災害リスクの客観的な評価

②地域に合ったリアルタイム防災情報の提供と理解

③住民にリスクを納得して行動してもらう

リアルタイム防災情報

社会機能の回復程度

＋

①安全：
大地震後の降雨による土砂災害にどう対応するか

③安心：
ここに住み続けられるのか？

②リスクコミュニケーション

客観的

主観的

住民が必要とする防災情報が変化

（住民）

（社会機能）
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長野県南木曾

豪雨時の警報，避難勧告の事例

気象警報

土砂災害警戒情報

避難勧告・指示
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山中に現れた地表地震断層
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土砂災害警戒区域と建物被害
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低木が生い茂る

普段は水がない場所での水位観測

急斜面な森林

・センサー
・電源
・通信
・クラウド

どんな場所で何を測るのか？ 熊本の場合！



国立研究開発法人防災科学技術研究所

斜面モニタリングシステム（雨量と地盤変動，9箇所）

：雨量計測箇所
：センサー設置位置

①南阿蘇村東下田川

②西原村大峯山

③南阿蘇村南郷谷

④南阿蘇村芝原川１

⑤南阿蘇村垂玉川１

⑥南阿蘇村山王谷川１

⑦南阿蘇村濁川

⑧阿蘇市四ッ江川

⑨阿蘇市一里山川
背景図変更タブ

斜面変動検知用センサー
９危険箇所ー９０点の傾斜計を設置
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雨量計

基地局

崩壊検知センサー№1

崩壊検知センサー№2

崩壊検知センサー№3

崩壊検知センサー№4

崩壊検知センサー№5

崩壊検知センサー№6

崩壊検知センサー№7

崩壊検知センサー№8

崩壊検知センサー№9

崩壊検知センサー№10

崩壊検知

受信装置

（記録部）

（制御装置）

商用電源

AC100V

NetMail-1

(メール・データ

送信装置）

警報装置

（AL-TypeA）

NetLG-201

(雨量ロガー）

雨量計

（RS-2）

赤色回転灯

赤色回転灯

データセンター

携帯電話

PC

インターネット

au通信

無線通信

※1日1回

稼動確認

警報メール
(崩壊検知）

小型赤色回転灯

BOX1 BOX2 BOX4

BOX3

ブレーカーBOX

モニタリングシステム概要

雨量計

基地局
住民

センサー

基岩

亀裂

道路

Sensor #01

Sensor #02

Sensor #03

Sensor #04

Sensor #05

Sensor #06

Sensor #07

Sensor #08

Sensor #09

Sensor #10
AC supply

基地局

Cloud 県，市町村，住民無線通信

420MHｚ帯
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崩壊後に残った土砂（土石流危険渓流）
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東下田川での観測事例

13

台風１６号時の状況

エーシーエス株式会社提供
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地震により現れた断層崖

斜面モニタリング状況
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一分ごとに計測，センサー転倒を検知し担当者へメイル

傾斜計センサーで観測された地表面変状のリアルタイムデータ一覧
（※センサー転倒を検知すると赤色表示に変わる）

現地降水量のリアルタイムデータ一覧
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15

自治体に必要な危険度の見える化を目指す単位

阿蘇市

地区単位

阿蘇市の小河川水位観測
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今後のセンサー技術 （自律型無線センサーシステム）

項目 現状のセンサーシステムの課題
今後のセンサーシステムへの要求

（普及への道）

センサ 大型、高価
小型、安価、高耐久性・高信頼性

MEMS型加速度センサー

（回路） 消費電力大 低消費電力、専用回路

（パッケージ） 設置が不自由、大型、高価
高耐久、設置が自由、小型、安価

（メンテフリーのセンサー）

電源
有線（設置困難、敷設コスト高い、

災害時断線）
電池（寿命短い、交換大変）

自律電源（環境発電）
振動、熱（温度差）、太陽光、風

通信 有線（設置困難、敷設コスト高い、
災害時断線）

LPWA無線（遠隔、多数）、低消費電力

クラウド データ数限定
ビッグデータ処理、予兆検知(危険度評価)

（多数点計測、常時計測）
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何を何のために測るのか？ （真のニーズが重要）
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JST/JICA Program in Malaysia,  2011/6-16/6

マレーシアは熱帯気候と大きな降雨量（年間3000mm程度）による風化，浸食が

激しく，斜面崩壊（地すべり，土砂崩壊など）による道路，送電鉄塔の被害，首都
や北部ケランタン，東海岸側，マラッカなどにおける洪水氾濫被害が多い。

登坂博行 （東京大学教授）
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参画組織Organizations concerned

Research team in Japan
・東大 登坂教授 （代表）The University of Tokyo (UT)
・千葉大Center for Environmental Remote Sensing, Chiba University (CEReS)
・防災科学技術研究所National Institute of Earth Science and Disaster Resilience (NIED)
・土木研究所International Centre for Water Hazard and Risk Management (ICHARM)
・ビジョンテックExperts from Vision Tech Inc.(VTI)
・京大,茨城大、九州大、 新潟大、Kyoto Univ., Ibaraki Univ., Kyushu  Univ. Niigata Univ.

Research team in Malaysia
・Universiti Sains Malaysia (USM)
・Multimedia University (MMU)
・Universiti Tenaga Nasional (UNITEN)

Ministries/Organizations in Malaysia
・Economic Planning Unit (EPU)
・Ministry of Higher Education (MOHE)
・Ministry of Science, Technology and Innovation (MOSTI)
・National Security Council (NSC)
・Public Works Department (PWD)
・Department of Irrigation and Drainage (DID)
・Malaysia Remote Sensing Agency (MRSA)
・Malaysia Meteorological Department (MMD)
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SATREPSマレーシア

部門間における情報の可視化（一元化） とEWSの構築
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国立研究開発法人防災科学技術研究所情報の可視化（一元化） E-comiマップ
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分野融合的 (interdisciplinary)
分野横断的 (transdisciplinary)

この流れを阻害する原因を排除し最適化を行うことが重要
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ご静聴頂きありがとうございました。
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